平成24年度９月補正予算　　　支出科目　款：衛生費　項：保健予防費　目：成人病予防費
	事業名: 若年世代生活習慣病予防促進事業費
（地域医療再生臨時特例基金）


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
健康福祉部　保健医療課　地域保健・健康増進担当　電話番号：058-272-1111（内2550）
E-mail：c11223@pref.gifu.lg.jp
	事業費  


　補正要求額：5,000千円
（現計予算額：0千円　　補正後予算額:5,000千円）
	要求内容


	１　要求の内容


(1) 目的： 平成２４年度、２５年度は地域医療再生臨時特例基金を活用し、若年世代を
　　　　　主な対象に、医療機関、市町村保健部門、職域保健、教育等の関係機関と連携して行う生活習慣改善に向けた活動支援及び栄養改善の専門職として医療支援を行う役割を担う管理栄養士等の育成等を行う。
(2) 内容：①若年層の生活習慣病ハイリスク者を対象にした食生活改善指導
　　医療機関、市町村、事業所、大学等からの依頼に応じ、各種健診の結果、
生活習慣の改善が必要であることが明らかになった若年層の生活習慣病予備
群等を対象に、管理栄養士等による個別又は集団による栄養改善指導等を実施
する。
　　　　 ②連携コーディネーターの設置
　　　　　 連携コーディネーターを設置し、指導に従事する管理栄養士等の調整、当該管理栄養士等を対象にした研修会の企画
　　　　 ③管理栄養士・栄養士を対象にしたスキルアップ研修
1 に従事する管理栄養士等がより効果的な指導が可能となるよう研修会を
開催
④生活習慣改善に向けたリーフレット等啓発資材の作成配布
	２　所要経費


若年世代生活習慣病予防事業費補助　5,000千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅴ　ふるさと岐阜県を未来につなぐ人づくり
４　生涯を通じての健康づくりに取り組む
○生活習慣病を予防する取組を進める
	２　これまでの取組状況


　がん、心疾患、脳血管疾患などの生活習慣病は、県民の死因の6割を占めるとともに、糖尿病患者及びその予備軍は28万人以上と推計され、県民の大きな脅威となっている。
　生活習慣病は、偏った食事や不規則な食生活が原因であり、若いころから生活習慣の改善に努めていくことが肝要である。特定健康診査・特定保健指導により壮年期世代は健康に対する取組が充実している、その対象になっていない若年世代は、働きかけが難しく、健康に関する取組が充実していない。
	３　これまでの取組に対する評価


　県内市町村(岐阜市のぞく)の栄養士配置率87.8%、複数配置率34.1%に止まっている。市町村では、母子、成人、高齢者世代への取組に重点が置かれている。
　生活習慣の乱れがちな若年世代への取組を進めていく必要がある。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金
負担金
	使用料
手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	現計
予算額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	補正
要求額
	5,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	5,000

	決定額
	5,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	5,000


